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興譲館高校は文部科学省よりＳＳＨの指定を受けています。
ＳＳＨは1度指定を受けると、5年間の指定期間となります。現在 興譲館高校は第４期１年目です。実践型指定校とし

て、培われてきた取り組みをさらに引き続き続けてくださいという枠になってます。
年度初めの今号では、ＳＳＨ事業の概要について紹介していきます。

ＳＳＨとは何ですか？

ＳＳＨは、スーパーサイエ
ンスハイスクール（以下、Ｓ
ＳＨと略します）の頭文字で、
文部科学省による研究開発指
定校です。未来を担う科学技
術系人材を育てることをねら
いとして、理数系教育の充実
をはかる取り組みです。
全国で約２００校がＳＳＨ

に指定されており、これは全
国の高等学校の４％程度で、
日本有数の進学校などが指定
を受けています。
本校は、今年度４回目の指

定を受け、「未来に果敢に挑
戦できる科学技術系人材の育
成」を研究開発課題として、
令和４年度～令和８年度まで
５カ年間取り組みます。
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入学してからのＳＳＨとしての取り組みの要はどのようなも

のですか？

まず、１年生全員を対象として学校設定教科・科目『異分野
融合サイエンス』を展開していきます。これは、全教科が協力し、
様々な学問領域を融合させ、大学や研究機関等と連携を図りなが
ら体験的な実験講座や演習等を行っていくものです。低学年の段
階で様々な分野を「自然科学」の切り口で学ぶことにより、自然
科学に対する興味・関心が高まる取り組みとなります。さらに、
これら低学年時の学びによって、科学の面白さや奥深さに気づき、
そのような学問をさらに深く学んでいきたいという生徒に対して
は、２年生以降から卓越研究者の素養を育む研修等に取り組んで
いきます。日本の将来を担うサイエンスイノベーター（卓越した
研究者）になるためには、豊かな表現力や国際性が備わっている
必要があるため、国語科や英語科と協力しながら、海外研修も実
施しています。
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ＳＳＨの具体的取り組みを教えてください。

山形大学工学部と連携した様々な取り組みがあります。例え
ば、スーパーサイエンスリサーチ(ＳＳＲ)です。高等教育機関と
連携することで、課題研究の質的向上を目指しています。そのた
めに、山形大学工学部に在籍している海外の留学生が毎週ティー
チングアシスタントとして来校し、英語で生徒の研究を支援して
してくれています。
他にも様々な校外研修活動があります。関西方面へのサイエン

ス研修では全国ＳＳＨ生徒研究発表会に参加しながらスーパーコ
ンピュータ「富岳」等の科学関連施設研修を行っています。
海外研修では平成２７年３月に姉妹校協定を締結した国立台湾師
範大学附属高級中学へ訪問し、お互いの研究内容を英語で発表す
る機会を設けています。
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